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◆市役所本庁舎1階・2階(市民税課、納税課、障害福祉課、高齢介護課に限る)・5階(子ど
も支援課、保育課に限る)の窓口、尾山台出張所、上尾駅出張所は、土曜日も業務を行っ
ています。
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右のアッピーが
登場するのは ページ？

はがきかメールにクイズの答え、『広報あげお』
の感想、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、
4月20日㈫まで（必着）に広報広聴課係へ。

賞品の発送をもって発表に代えさせていただ
きます。
正解は5月号のこのコーナーに掲載します。
前号の答えは 「21」 でした。

宛先／〒362-8501本町3-1-1
メールアドレス／s55000@city.ageo.lg.jp
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正解者の中から抽選で 5人に粗品を差し上げます。

　　　　

広報あげお4月号 №1045

　今月の表紙は、国の重要有形民俗
文化財に指定された｢上尾の摘田・
畑作用具｣と平成21年度に、摘田に
よる稲作の再現映像を製作した際の
写真です（中分地区）。左から、灰

はい
篩
ぶるい

を使った種作り、田に種をまく田摘
み、タコスリを使った除草、刈った
稲を田

た
舟
ぶね

で運搬、収穫した稲をハン
デンにかけて干す作業です。

●今月の表紙

  3 今月のイチ面�

「上尾の摘田・畑作用具」が
国重要有形民俗文化財に

  4 特集�

新型コロナ
ウイルス　  ワクチン 

接種
  7 市政ニュース�

新生児臨時特別定額給付金の申請は5月31日㈪までに／珪藻土製
品（バスマット・コースターなど）のごみ収集・直接搬入を一時
停止／道路の不具合の通報にご協力を他

16 市民のひろば�
まちかど特派員だより「Youは、何しに上平公園に？」／アッ
ピーNET／スポットライト〔小川 竜太朗さん〕／読者の声／未
来へすくすく！わが家のアイドル／見て魅て！私のミュージア
ム／小学校給食レシピ〔春雨スープ〕

19 シティ情報�
あげお良いとこ探しフォトコンテストの入選作品が決定／ス
ポーツ安全保険／協働のまちづくり推進事業の事業提案／あげ
お朝市／救命講習会普通救命講習Ⅰ他

29 図書館へようこそ�
30 みんなあつまれ�いっしょにあそぼ！�

アッピーランド／こどもの城／� �
ももっこルーム／子育て拠点／
イベントカレンダー

32  保健センター通信�� �
一歩ふみ出す健康づくり�

34 5月の相談� �
35 H

ハ イ ラ イ ツ
ighlights�外国語情報コーナー�

36 �いつでもマスク� �
気をつけたい「5つの場面」

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、本誌に掲載している催しなどは、中止・変更する場
合があります。各催しの開催状況などご不明な点は、問い合わせてください。また、各催しに参
加する際は、マスクや手洗いなど新しい生活様式を徹底してください。

市役所の位置

市の面積

45.51㎢

北緯 35度58分38秒
東経139度35分37秒

市の人口・世帯
(令和3年3月1日現在)

22万9,447人
男／11万3,769人
女／11万5,678人
※前月より19人減

10万3,877世帯
※前月より85世帯増
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Information in English、Informação em português、Información en español、 　(P.35)

号
月

『広報あげお』は、毎月1日に発行。戸別配布でお届け
しています。配布のお問い合わせは、上尾市シルバー
人材センター　　779-5525・　776-1074まで。

No.

令和３年

1045

2021 4

舞台は地上から水上へ
20歳のプロボートレーサー
小川 竜太朗 さん（P.17）

上尾の伝統農具  国の宝へ
●文化財の概要
　｢上尾の摘田・畑作用具｣は、市内で主に明治から昭和にかけ
て使用された多種多様な農耕用具のコレクションです。用具は、
種
たね
籾
もみ
（稲の種子）の直

じか
播
ま
き栽培の｢摘田｣による米作りに使用さ

れた｢摘田用具｣405点と、麦やサツマイモの栽培に使用された
｢畑作用具｣345点の、総数750点で構成されています。
●文化財の特色
　大部分が大宮台地上に立地する上尾市域では、麦やサツマイ
モを中心とした畑主体の農業が営まれる一方で、谷地の低湿地
などにある限られた田では、摘田による米作りが昭和40年代ま
で伝統的に継承されてきた歴史があります。摘田・畑作用具は、
田や畑の土を耕す作業から、種をまき、実った米や麦を収穫す
るまでの一連の農作業に実際に使用されていました。

●上尾の田んぼ
　一般的に稲作といえば、田植えを行う｢植

うえ
田
た
｣が知られていま

すが、かつては種を田に直接まいて生育させる｢摘田｣による稲
作が日本各地にあり、埼玉県内では、上尾市域を含む大宮台地
とその周辺に集中的にみられました。
　摘田が行われた田は谷地の低湿地にあり、用排水の管理が難
しく、牛馬も入れないような深い田でもありました。人力をもっ
て行う作業がほとんどで、当時の人々の苦労がうかがえます。
●摘田から植田へ
　現在は、地盤改良や農業設備の導入により、｢植田｣へと転換
し、｢摘田｣による米作りは行われていませんが、厳しい環境の
中にも関わらず、先人たちの努力と工夫により継承されてきた
｢摘田｣による稲作は、人々の生活を支えた上尾の歴史の一つで
あるといえます。

田植えをしない｢摘田｣

ホームページで
再現映像を
公開中

｢摘田用具｣の一部

｢畑作用具｣の
一部

文化財指定のポイント
　地域的な特徴を示す資料であるとともに、日本の農耕文化
の移り変わりを知る上で特に重要であると評価されました。

生涯学習課　 775-9496 ･ 776-2250

「上尾の摘田・畑作用具」が
国重要有形民俗文化財に
市が所有する国登録有形民俗文化財｢上尾の摘

つみ
田
た
・畑作用具｣が、3月11日、

文部科学大臣により市内で初の国重要有形民俗文化財に指定されました。こ
れは全国では224件目、県内では9件目の指定です。

田摘み（種まき）の作業

田にまかれた種籾
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